
開 催 日 時 令和元年12月5日（木）午後5時～午後5時21分

開 催 場 所 第1・第2委員会室

出 席 委 員 ◎久松倫生　○坂口秀夫　谷口　聖　楠谷さゆり

　西口真理　　沖　和哉　植松泰之　西村友志

オブ ザー バー 大平　勇（議長）松岡恒雄（副議長）

部 員 外 委 員 赤塚かおり　海住恒幸　

事務局より、常任委員会と議会運営委員会と政策討論会実施要綱において法体系上の問題は無く、

政策討論会への勉強会の位置付けは、松阪市議会としての決定であれば、問題はないとの

説明があった。西口会員より、委員会活動（閉会中の継続調査）と勉強会を政策討論会実施要綱に

組み入れ、両方のパターンで進めていくのかという質疑があったが、久松分会長より、当初より

作業部会として勉強会をどう取り扱い、ルール化していくということで、議論を重ねてきた経過が

あるので、委員会活動を制約するものではない。次の特別委員会全体会で、作業部会として

勉強会を政策討論会実施要綱に追加した改正案を提案することで一致した。

 ２．その他

12月20日の議会報告会全体会の中で認識の共通を図る発言をしたいとの意見があった。

久松分科会長より作業部会としても今後慎重な運営をしていきたいとのことで共通の認識を図った。

◆現在、委員会で行われている勉強会の位置付けについて、前回に引き続いて協議を行った。

◆大平議長より議会報告会の1部の資料作成について、認識の違いがあったことを踏まえ、

 １．各委員会の取り組みのルール化について
　　（政策討論会実施要綱への条文見直し等）
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